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１Ⅰ．ビジネスモデル 【会社概要】

～活力ある企業風土を育成する～

商号

株式会社アスモ
ASMO CORPORATION

企業概要

設
資 本

立
金

発 行 済 株 式 数

代 表 取 締 役
主 要 株 主

収 益 セ グメ ン ト

連 結 子 会 社
本 社
連 結 従 業 員

主 要 取 引 先

6社 ※詳細はＰ2をご参照

【本社】 東京都新宿区西新宿2-4-1 新宿ＮＳビル25階
1,465名 【前年同期比 72名減】

本社17名 食肉卸売事業16名 給食事業578名 介護事業755名 外食事業99名

㈱ベストライフグループ、CARNES SELECTAS、丸大フード㈱、㈱上原ミート、㈱ハーモニック、各種の医療機関 /

社員食堂 等

事業方針

超高齢化社会を迎える日本において、多方面から必要とされる企業を目指して
各事業の 「ストロングポイント」 を的確に見極め

「事業間のシナジー」 を最大限に発揮し、社会発展に貢献します。
2025年9月末現在

1975年4月26日 （3月決算）
23億2,327万円
15,145,175株 （自己株式 1 , 6 8 0 , 6 9 4 株）

代表取締役社長 長井 尊 （2012年10月就任）

※ ㈱Persons Bridge 60.9％ 長井カズヱ 8.0％

■食肉卸売事業 （①食肉の輸入②食肉、食肉加工品の販売）
■給食事業 （高齢者介護施設等における給食の提供）
■介護事業 （①訪問、居宅介護事業所の運営②有料老人ホームの運営）

■香港事業 （香港における①外食店舗の運営②食品加工販売）

■その他 （グループ会社の統制・管理、不動産賃貸）



アスモ 2025年 9月末現在

【事業間のシナジー効果】
2013年4月～純粋持株会社体制

各事業の “ ストロングポイント” を的確に見極め、“ 各事業間のシナジー ” を最大限に発揮

ASMOCATERING(VIETNAM)

非連結

□ ベトナムの外食店舗運営

■介護事業

①海外の食肉の直輸入

②国内の食品の輸出
③食肉及び食肉加工品の卸売販売
④食肉及び食肉加工品の通信販売

■食肉卸売事業

①和食レストラン12店舗
店舗名「今助」 「秀吉」「北の坂」「彩」

「都島屋」 「虎蔵」
②食品加工販売
③香港以外での外食事業展開
④自社食品工場を活用したOEM事業の

展開

■外食【香港】事業

①医高齢者施設(251事業所)
②医療（病院・診療所）(12事業所)
③障害者施設・療育センター(5事業所)
④社員食堂・学生食堂(4事業所)
⑤学生寮・社員寮(3事業所)
⑥保育園(1事業所)

■ 給食事業

■その他事業（グループ会社の統制・管理、不動産賃貸）

ASMOCATERING(MALAYSIA)

非連結

①ISETAN Lot10
Isetan The Japan Store,Lot 10 LGF,DASHI Delica SAYA, 50, Jalan Sultan Ismail,50250 Kuala Lumpur

・店舗名：Delicatessen 彩
・店舗名：Dining 彩

②ISETAN KLCC
Suria KLCC, Concourse Floor, Unit D-2-1B & D-2-5, Kuala Lumpur City Centre, 50088 Kuala Lumpur

・店舗名： Bentou 彩
・店舗名： Delicatessen 彩

□ マレーシアの外食店舗運営

㈱アスモトレーディング
連結100％子会社

㈱アスモフードサービス
連結100％子会社

㈱アスモフードサービス東日本
連結間接所有割合100％子会社

㈱アスモ介護サービス
連結100％子会社

㈱アスモライフサービス
連結間接所有割合100％子会社

ASMO CATERING(HK)
連結78.5％子会社

Ⅰ．ビジネスモデル 【収益構造モデル】 2

①訪問介護 （ 32事業所）
②居宅介護 （11事業所）
③有料老人ホーム （7施設）
④介護タクシー（ 2事業所）



売上高 ： 1.2％成長 9,445百万円 【前年同期 9,332百万円】

営業利益 ： ▲21.3％成長 316百万円 【前年同期 401百万円】

当期利益 ： ▲20.9％成長 209百万円 【前年同期 264百万円】

売上高 ：

営業利益：

当期利益 ：

％成長

％成長

185.0％成長

10,372百万円

323百万円

214百万円

【前年同期 10,285百万円】

【前年同期 138百万円】

【前年同期 75 百万円】

2026年3月期 第2Q
前年同期比較

26年3月期 第2Q セグメント別営業利益率

26年3月期 第2Q セグメント別売上高

3Ⅱ．経営指標 【 2026年3月期 第2四半期 （中間期）決算報告ー１ Ｓｕｍｍａｒｙ 】

前年
同期比

26/3期
第2Q

25/3期
第2Q

△8.1％1,8732,037■食肉卸売事業

10.1％4,5554,136■給食事業

△3.8％2,6672,772■介護事業

△4.6％1,2731,335■香港事業

0.9％10,37210,285売上高(全体)

増減
26/3期

第2Q

25/3期

第2Q期末ベース

+1.0Pt2.1%1.1%■食肉卸売事業

+1.6Pt4.4%2.8%■給食事業

+1.6Pt7.9%6.0%■介護事業

+4.7Pt0.6%△4.1%■香港店舗事業

+1.8Pt3.1%1.3%営業利益率(全体)

■卸売実績

フード実績

■ 介護実績

■香港実績

※主要事業のみの表記

0.9

133.7

単位：百万円 （切り捨て）



4
Ⅱ．経営指標 【2026年3月期 第2四半期（中間期） 決算報告ー２ 損益計算書】

■ 食肉卸売事業
■ 給食事業
■ 介護事業
■ 香港事業
■ その他

セグメント別売上高の構成比

24/3期

26/3期
第２Q

構成比
（％）

26/3期
第2Q

構成比
（％）

25/3期
第2Q

単位：百万円 （切り捨て）

18.1％1,87319.8％2,037■食肉卸売事業

43.9％4,55540.2％4,136■給食事業

25.7％2,66727.0％2,772■介護事業

12.3％1,27313.0％1,335■香港事業

0.0％20.0％2■その他事業

100.0％10,372100.0％10,285売上

80.7％8,36781.7％8,399売上原価

19.3％2,00518.3％1,885売上総利益

16.2％1,68117.0％1,747販売管理費

3.1％3231.3％138営業利益

0.1％130.1％10営業外収益

0.0％20.2％16営業外費用

3.2％3341.3％132経常利益

0.0％10.0％1特別利益

－％－0.1％5特別損失

3.2％3361.2％127税金等調整前当期純利益

1.2％1200.7％67法人税等合計

0.0％0△0.1％△15非支配株主損益

2.1％2140.7％75当期純利益

18.1%

43.9%

25.7%

12.3% 0.0%

給食

介護

卸売

その他

香港



売上高 営業利益 ＲＯＥ

5Ⅱ．経営指標 【2026年3月期 第2四半期(中間期) 業績推移－１】

10,372百万円

0.9+％

（ 前期比）

【百万円】 【百万円】

323百万円

（ 前期比） （ 前期比）

3 . 2
133.7+％ 2.1+％

9,445

9,867

10,235 10,285 10,372

22/3期

第2Q

23/3期

第2Q

24/3期

第2Q

25/3期

第2Q

26/3期

第2Q

316

147

300

138

323

22/3期

第2Q

23/3期

第2Q

24/3期

第2Q

25/3期

第2Q

26/3期

第2Q

3.4%

1.4%

3.1%

1.1%

3.2%

22/3期

第2Q

23/3期

第2Q

24/3期

第2Q

25/3期

第2Q

26/3期

第2Q



業績計画 Point
2026年3月期 第2Q

6Ⅱ．経営指標 【2026年3月期 第2四半期（中間期） 業績推移ー2】

■食肉

■ 給食

■介護

■ 香港

2026年3月期 第2Q セグメント別売上高

前期比
26/3期

第2Q

25/3期単位；百万円
（切り捨て）

△8.1％1,8732,037■食肉卸売事業

10.1％4,5554,136■給食事業

△3.8％2,6672,772■介護事業

△4.6％1,2731,335■香港事業

－％22■その他事業

0.9％10,37210,285売上高 合計

前期比
26/3期25/3期

第2Q           

単位；百万円

（切り捨て）

0.9％10,37210,285売上高

△0.4％8,3678,399売上原価

6.3％2,0051,885売上総利益

△3.8％1,6811,747販売管理費

133.7％323138営業利益

153.1％334132経常利益

185.0％21475当期純利益

5.6014.81ＥＰＳ（円）

3.21.1ＲＯＥ（％）

10.010.0１株の配当金（円）

■ 食肉卸売事業
■ 給食事業
■ 介護事業
■ 香港事業
■ その他

売上高構成比率
26年3月期第2Q

第2Q

18.1%

43.9%

25.7%

12.3% 0.0%

卸売

給食

介護

香港

その他

第2Q



配当について

株主優待制度新設

1． 目的

2．内容

7Ⅱ．経営指標 【2026年3月期 第2四半期(中間期) 株主還元方針】



商品イメージ

8Ⅱ．経営指標 【2026年3月期 第2四半期（中間期） 株主還元方針】



Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■食肉卸売事業ー１ 独自の一貫供給システムの構築 】

■食肉卸売事業

9

メキシコ産チルド牛肉販売への取り組み

通信販売事業の今後の取り組み

国内流通食肉事業への取り組み



10Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■給食事業ー1 超高齢化社会にマッチした給食受託の提案】

■給食事業 【介護施設向けが中心】

積極的な新規営業活動・地方自治体等への入札参加により受託数増加を図る

収益力の向上

業務委託先との連携強化

食品加工工場のM＆A等を模索しケータリング事業等への参入を検討



Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■給食事業ー２ 人材育成体制の強化】 11

衛生管理体制 運営管理体制 人材育成体制

上記は洋菓子講習会

従業員研修

受託契約数の推移

フルーツバイキングイベント

事業活動

Point 1

■給食事業 （2025年9月末の受託契約数 276件）
【１】受託契約の見直し

・・・高収益率の施設へ契約をシフト
【２】積極的な人材投資

・・・賃金アップや福利厚生の充実

握り寿司イベント

心のこもった「給食」で

施設や企業を支えていく仕事

2023年10月
株式会社アスモフードサービスが株式会社アスモフードサービス首都圏、株式会社アスモフードサービス中日本、株式会社アスモフードサービス西日本を
吸収合併しました。

~ 活力ある企業風土を育成する~
モチベーション上昇！

エリア 25/3（半期） 25/3（末） 26/3（半期） 対前年度差

本社 186 190 193 7

東日本 86 85 83 -3

合計 272 275 276 4



Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■給食事業ー２ 社会貢献と「食の喜び」の追求】 12

■給食事業
【３】子ども応援パントリーへ支援・・・食材の提供による社会貢献の実施

子供の貧困をなくす活動をサポート
【4】食の楽しみを提供・・・栄養バランスだけでなく、「飽きのこない楽しみ」を。

旅行気分や四季を感じられるイベント食

【イベント食写真】

【郷土料理写真】

事業活動

Point 2

【フードパントリー支援活動】※イメージ画像



Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■介護事業ー１ ブランド活用と業務効率を追求】 13

■介護事業

入居率及び訪問介護利用者数の回復

職員の処遇改善により効率的な人員配置を行い収益力向上

非収益部門の黒字転換等資本効率の改善

自社運営の新規老人ホーム開発

人材育成を強化し人的資本経営の推進



Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■介護事業ー2 関東圏と関西圏を中心に展開】 14

2025年9月末 現在

■介護事業 介護事業所数の推移

増減26年半期25年半期期末ベース

-132事業所33事業所● 訪問介護事業所

011事業所11事業所● 居宅介護支援事業所

-22営業所4営業所● 介護タクシー営業所

+92,092名2,083名介護支援契約者※

増減26年半期25年半期期末ベース

07施設7施設■ 有料老人ホーム施設

395名
（91.2％）

398名
（91.2％）

入居者数
（入居率）

2014年10月～ （千葉県千葉市）

■①ベストライフ都賀 78室
2015年4月～ （千葉県船橋市）

■②ベストライフ船橋薬園台 87室

2016年10月～ （神奈川県横浜市）

■④ベストライフ金沢文庫Ⅱ 45室
2017年6月～ （大阪府豊中市）

■⑥ベストライフ豊中 60室

2015年8月～ （埼玉県川口市）

■③ベストライフ鳩ヶ谷※  52室

※上記施設は2017年３月から
介護付き有料老人ホームとして営業開始。

2017年4月～ （東京都三鷹市）

■⑤ベストライフ三鷹 64室

2022年5月～ （東京都小平市）

■⑦ベストライフ一橋学園 47室

※ 介護タクシー利用者は除く

■介護事業 有料老人ホームの推移

自社で運営する有料老人ホーム

-3
(-0.7%)



Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■香港事業ー1 37年間、香港現地法人で日本食店舗の運営】 15

■香港事業

自社食品工場を活用した卸売り事業の収益強化

2025 39,952 7 8 2024
103

外食事業の既存店収益の改善

外食事業の再構築

香港以外での外食事業の展開



Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■香港事業ー2 37年間、香港現地法人で日本食店舗の運営】 16

香港で自社キッチンを保有している強みを活用！

アスモ香港の食品工場ではISO22000を取得
しております。
ラーメンのチャーシューやとんかつ、
煮込み牛肉、ハンバーグなどの食肉加工品、
トマトソースやカレーなどの各種ソース、
うどん、ラーメンの麺類、プリンや ロール
ケーキなどのデザート類など幅広い加工品を
小ロットで、多くの香港に進出されている
日系外食社様よりOEMでの受注を頂いてお
ります。



Ⅲ．現況の事業活動内容 【 ■香港事業ー2 37年間、香港現地法人で日本食店舗の運営】 17

【１】 1985年5月から香港の現地法人が、外食店舗事業を継続中。高い信用力

【２】香港で自社システムキッチンを活用した、食品加工販売事業が成長中
【３】日系企業のため、現地企業に比べて日本食材の確保において優位性がある

2025年9月末 現在

香港で豊富な日本料理ジャンルをご提供できるトップクラス企業

ラーメン・カツ丼・カレーお好み焼き・たこ焼きお好み焼き・たこ焼きメニュー

店舗名

３店舗（ローサイド店舗）１店舗５店舗店舗数

パスタ・オムレツ和惣菜うどん・すき焼きメニュー

店舗名

１店舗１店舗１店舗店舗数



各事業の “ ストロングポイント” を的確に見極め、“ 各事業間のシナジー ” を最大限に発揮

本資料は、2026年3月期第2四半期(中間期)決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではあ
りません。また、本資料は2025年9月30日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、情報の正確
性、安全性を保証し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

ir@ asmo1.co.jp

本社： 〒105-0013 東京都新宿区西新宿2-4-1 新宿NSビル25階
TEL. 03-6911-0550 FAX 03-6911-0551

お問い合わせ


